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マイルストーンになった。1973 ～ 1978 年にかけては、それぞれの国で大使館が設
立され、日本からベトナムへの借款と返済不要の援助（政府開発援助の一部）など、
様々な好ましい事業が進められた。しかし、両国の親密な関係はわずか 5年間だけ













・2004 年 7 月、双方が「持続可能なパートナーシップが新たな高みに到達」す
るのを目指して、共同声明が発表された。
・2006 年 10 月、双方が「アジアの平和と繁栄のための戦略的パートナーシッ
プに向けて」のモットーに両国関係を構築することに合意した。
・2007 年 11 月、双方が「日越関係をより深める」ことと「戦略的パートナーシッ
プに向けた協力プログラム」について共同声明を発表した。





ベル（2004 年 7 月以降）、外務次官レベル（1993 年以降）の定期的な政治的対話によ
り、毎年定期的に、経済や安全保障・国防に関する対話の仕組みが構築された。例
えば、省レベルでの外交・国防に関する意見交換（2001 年 1 月以降）、ベトナム軍
と自衛官の交流、ホーチミン市と大阪における総領事館の設立（1997 年 3 月）、な

























日本がベトナムへの供与を再開した日から 20 年間の日本の ODA総累計は 1 兆








ベトナムへのODAはそのまま変わらず、さらに増加した。2011 年 3 月 11 日の大
地震・津波と原子力事故により深刻な被害を受け、復興のためにODA予算を削減
することになったが、日本からベトナムへのODAは急増して、過去に例のない額








2　『北東アジア研究雑誌』第 3号（145）2013 年 3 月、9頁。
年度 ODA貸出金 返金不可援助 合計
2008 年 83.2 1.4 84.6
2009 年 145.6 3.5 149.1
2010 年 86.6 3.5 90.1
2011 年 270 5.4 275.4
1992 年～ 2012 年の総累計 1,836 83.4 1,919.4



















始めたが、1989 年に日本の FDI がベトナムに登場した。日本は他の国の先駆的企
業より約 2年遅れたが、短い期間でベトナムへの FDI 額を主導する国のトップ 5
の一つとなった。それ以来、毎年増え続けたが、特に近年では日本からベトナムへ
のFDI が急速に増加し（2000 年 3900 万ドル、2005 年 1.53 億ドル、2010 年 7.5 億ド
ル、2011 年 18.6 億ドル、2012 年 51.3 億ドル）、2012 年にはベトナムで登録された
外国直接総投資の 39.5％を占め、ベトナムに投資した国と地域の中で主導的存在と















3　『北東アジア研究雑誌』第 3号（145）2013 年 3 月、8頁。
4　2013 年の第 1 四半期の外国直接投資の状況、外国投資庁 - 計画投資省 http://fia.mpi.gov.vn/







易総取引高の 10 ～ 15％を占め、毎年、平均成長率約 20％で、上昇傾向にあり、世
界金融危機にあった 2009 年を除いて、下がったことがないようだ。2011 年に両国
間の総貿易高は 210 億ドル以上に達し、予測を上回った（表 2）。現在、両国は、

















2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
ベトナムから日本への
輸出
2509.8 2437.0 2908.6 3542.1 4340.3 5240.1 6090.0 8467.8 6335.6 7727.7 10781.1
日本からベトナムへの
輸入
2183.1 2504.7 2982.1 3552.6 4074.1 4702.1 6188.9 8240.3 6836.4 9016.1 10400.3
総輸出入取引高 4692.9 4941,7 5890.7 7094.7 8414.4 9942.2 12278.9 16708.1 13172.0 16743.8 21181.4
年間成長率（%） 5.30 19.20 20.43 18.60 18.15 23.50 36.07 －21.16 27.11 26.50
ベトナムの総輸出入取
引高での比重（%）
15.01 13.55 12.97 12.13 12.15 11.73 11.02 11.65 10.36 10.65 10.40
出典：ベトナム統計局（http://www.gso.gov.vn）のデータから算出した（2013 年 10 月）。
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